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基調判断 持ち直しの動きが弱まっている

九州の鉱工業生産動向

2011年９月の九州地区の鉱工業生産指数（季節調整済）は、前月比6.3％低下の101.0と3ヵ月ぶりに低下
し、低下幅は震災があった３月以来の大きさとなりました。
震災後の生産回復の動きが一巡しつつあることに加え、円高や欧米景気の減速を背景に海外向け需要が弱含

んでいること等が影響し、ほとんどの業種において生産指数は前月から低下しました。
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業種別動向 繊維を除く全ての業種で低下

■全国と九州の鉱工業生産指数（2005年＝100・季節調整済） 九州経済産業局出所

業種別の寄与度をみると、海外経済の減速等を背景にデジタル機器向け半導体の需要減少や、これに伴う製造
装置の減産等により電子部品・デバイス、一般機械で落ち込みが大きかった他、自動車等の輸送機械や自動車・家電
向けプラスチック部品用原料を生産する化学の低下も目立つ等、幅広い業種で指数は低下しました。

■業種別寄与度（鉱工業生産指数） 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 持ち直しの動きが続いている
生産活動については、鉄鋼や輸送機械、化学が低下しましたが、一般機械における産業用ロボットの増産等が

プラスに寄与し、総合指数は前月並みの水準を維持しています。
消費面では、大型小売店販売額は、暑さ対策商材等一部品目に減速の動きが見られはしましたが、新博多駅ビ

ルの開店効果等から前年を上回っています。住宅建設については、大型分譲マンションの着工が相次いだことも
あり前年を上回りました。

1.生産活動 総合指数はほぼ横ばい

８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は前月比0.1％下回る95.7となり、ほぼ
前月と同水準にて推移しました。
主要業種では、在庫調整が行われた鉄鋼の他、輸送

機械、化学も前月の増産による反動減から低下したも
のの、産業用ロボットの大幅増産による一般機械の上
昇等もあり、全体ではほぼ横ばいとなりました。

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 福岡県出所
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3.住宅建設 ２ヵ月ぶりに前年を上回る
９月の新設住宅着工戸数は、前年同月比19.2％増
の2,518戸と前年を上回りました。
景気の先行き不透明感等から、持家、貸家はともに

前年を下回りましたが、福岡都市圏において大型分譲
マンションの着工が相次いだことが寄与し、全体では
前年を上回りました。

国土交通省出所
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4.公共工事 請負金額は10ヵ月連続で前年を下回る

９月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月比
29.3％減の855件、金額は同27.9％減の321億円と
なり、請負金額は10ヵ月連続で前年を下回りました。
発注者別では、高速道路関連の工事のあった「独立

行政法人等」は増加したものの、全体では件数、金額と
もに減少しました。

西日本建設業保証出所
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5.企業倒産 件数は前年を上回る

10月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、負
債総額は前年同月比79.6％減の27億円と前年を下
回りました。
また、件数は、運送業等で小口倒産が相次ぎ、同
17.9％増の33件と前年を上回りました。
前月比では、負債総額は減少、件数は横ばいとなっ

ています。

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 ８ヵ月連続で前年を上回る
９月の大型小売店販売額は、前年同月比2.1％増の
511億円と、８ヵ月連続で前年を上回りました。
クールビズや省エネ家電等の暑さ対策商品への需
要も一服したことで前年を下回った品目も見られまし
たが、新博多駅ビルの開店効果が続いていることに加
え、バッグ・婦人靴等が好調だったことで前年を上回り
ました。

■福岡県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 持ち直しの動きが続いている
生産活動については、鉄鋼や輸送機械、化学が低下しましたが、一般機械における産業用ロボットの増産等が

プラスに寄与し、総合指数は前月並みの水準を維持しています。
消費面では、大型小売店販売額は、暑さ対策商材等一部品目に減速の動きが見られはしましたが、新博多駅ビ

ルの開店効果等から前年を上回っています。住宅建設については、大型分譲マンションの着工が相次いだことも
あり前年を上回りました。

1.生産活動 総合指数はほぼ横ばい

８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は前月比0.1％下回る95.7となり、ほぼ
前月と同水準にて推移しました。
主要業種では、在庫調整が行われた鉄鋼の他、輸送

機械、化学も前月の増産による反動減から低下したも
のの、産業用ロボットの大幅増産による一般機械の上
昇等もあり、全体ではほぼ横ばいとなりました。

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 福岡県出所

総合指数 鉄鋼業 一般機械工業 輸送機械工業 化学工業
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3.住宅建設 ２ヵ月ぶりに前年を上回る
９月の新設住宅着工戸数は、前年同月比19.2％増
の2,518戸と前年を上回りました。
景気の先行き不透明感等から、持家、貸家はともに

前年を下回りましたが、福岡都市圏において大型分譲
マンションの着工が相次いだことが寄与し、全体では
前年を上回りました。

国土交通省出所
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■福岡県の新設住宅着工戸数
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4.公共工事 請負金額は10ヵ月連続で前年を下回る

９月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月比
29.3％減の855件、金額は同27.9％減の321億円と
なり、請負金額は10ヵ月連続で前年を下回りました。
発注者別では、高速道路関連の工事のあった「独立

行政法人等」は増加したものの、全体では件数、金額と
もに減少しました。

西日本建設業保証出所

9 10 11 12 1
2010

2 3 4 5 6 7 8 9
2011

500

400

300

200

100

0

（億円）
50

0

▲50

（％）

■福岡県の公共工事請負高
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前年比

5.企業倒産 件数は前年を上回る

10月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、負
債総額は前年同月比79.6％減の27億円と前年を下
回りました。
また、件数は、運送業等で小口倒産が相次ぎ、同
17.9％増の33件と前年を上回りました。
前月比では、負債総額は減少、件数は横ばいとなっ

ています。

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 ８ヵ月連続で前年を上回る
９月の大型小売店販売額は、前年同月比2.1％増の
511億円と、８ヵ月連続で前年を上回りました。
クールビズや省エネ家電等の暑さ対策商品への需
要も一服したことで前年を下回った品目も見られまし
たが、新博多駅ビルの開店効果が続いていることに加
え、バッグ・婦人靴等が好調だったことで前年を上回り
ました。

■福岡県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気 持ち直しの動きが続いている
生産活動については、主力の電子部品・デバイスで半導体に受注減少の動きが見られるものの、依然高い生産

水準は維持する等、持ち直しの動きが続いています。
消費面では、年初のショッピングセンター閉店の影響が大きく、大型小売店販売額は７ヵ月連続で前年を下

回っています。住宅建設は、持家および貸家が着工の集中した前月の反動から減少しました。

1.生産活動 総合指数は２ヵ月連続で上昇

８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見ると、
総合指数は114.7となり、前月比0.9％上昇しました。
主要業種では、主力の電子部品・デバイスで半導体に

受注減少の動きが見られるものの、依然高い生産水準は
維持しています。また、金属製品の大幅増産もプラスに
寄与しました。

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 熊本県出所

総合指数 一般機械工業 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業 食料品・たばこ工業
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3.住宅建設 ８ヵ月ぶりに前年を下回る
９月の新設住宅着工戸数は、前年同月比12.5％減
の705戸と８ヵ月ぶりに前年を下回りました。
分譲マンションの着工は前年を上回ったものの、持

家および貸家は、前月に着工が集中した反動等により
減少しました。

国土交通省出所
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■熊本県の新設住宅着工戸数
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4.公共工事 請負金額は６ヵ月連続で前年を下回る

９月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比9.4％減の610件、金額が同9.3％減の185億円と
なり、請負金額は６ヵ月連続で前年を下回りました。
発注者別で見ると、水道ポンプ場築造があった「市

町村」等が増加したものの、「国」「独立行政法人等」
「県」では大型案件に乏しく、前年を下回りました。

西日本建設業保証出所
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5.企業倒産 件数、負債総額ともに前年を下回る

10月の企業倒産（負債額1,000万円以上）について
は、化学関連メーカーで大型倒産があった前年同月と
比較し、負債総額は81.0％減の16億円となりました。
また、件数も同41.2%減の10件と、件数、金額とも

に前年を下回りました。
前月比では、負債総額、件数ともにほぼ横ばいで推

移しています。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 ７ヵ月連続で前年を下回る
９月の大型小売店販売額は、前年同月比1.2％減の
123億円と、７ヵ月連続で前年を下回りました。
バッグ・婦人靴といった一部品目は好調だったもの

の、年初の大型ショッピングセンター閉店の影響が大
きく、全体では前年を下回っています。

■熊本県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気 持ち直しの動きが続いている
生産活動については、主力の電子部品・デバイスで半導体に受注減少の動きが見られるものの、依然高い生産

水準は維持する等、持ち直しの動きが続いています。
消費面では、年初のショッピングセンター閉店の影響が大きく、大型小売店販売額は７ヵ月連続で前年を下

回っています。住宅建設は、持家および貸家が着工の集中した前月の反動から減少しました。

1.生産活動 総合指数は２ヵ月連続で上昇

８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見ると、
総合指数は114.7となり、前月比0.9％上昇しました。
主要業種では、主力の電子部品・デバイスで半導体に

受注減少の動きが見られるものの、依然高い生産水準は
維持しています。また、金属製品の大幅増産もプラスに
寄与しました。

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 熊本県出所

総合指数 一般機械工業 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業 食料品・たばこ工業
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3.住宅建設 ８ヵ月ぶりに前年を下回る
９月の新設住宅着工戸数は、前年同月比12.5％減
の705戸と８ヵ月ぶりに前年を下回りました。
分譲マンションの着工は前年を上回ったものの、持

家および貸家は、前月に着工が集中した反動等により
減少しました。

国土交通省出所
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■熊本県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 請負金額は６ヵ月連続で前年を下回る

９月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比9.4％減の610件、金額が同9.3％減の185億円と
なり、請負金額は６ヵ月連続で前年を下回りました。
発注者別で見ると、水道ポンプ場築造があった「市

町村」等が増加したものの、「国」「独立行政法人等」
「県」では大型案件に乏しく、前年を下回りました。

西日本建設業保証出所
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■熊本県の公共工事請負高
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5.企業倒産 件数、負債総額ともに前年を下回る

10月の企業倒産（負債額1,000万円以上）について
は、化学関連メーカーで大型倒産があった前年同月と
比較し、負債総額は81.0％減の16億円となりました。
また、件数も同41.2%減の10件と、件数、金額とも

に前年を下回りました。
前月比では、負債総額、件数ともにほぼ横ばいで推

移しています。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 ７ヵ月連続で前年を下回る
９月の大型小売店販売額は、前年同月比1.2％減の
123億円と、７ヵ月連続で前年を下回りました。
バッグ・婦人靴といった一部品目は好調だったもの

の、年初の大型ショッピングセンター閉店の影響が大
きく、全体では前年を下回っています。

■熊本県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気 持ち直しの動きが続いている
生産活動については、輸送機械や電子部品・デバイスは需要に減速感が見られるものの、依然高操業の状況は

続いている上、タービン等の増産があった一般機械も高い生産水準を維持しており、持ち直しの動きは続いてい
ます。
消費面では、大型小売店販売額は、７月末の百貨店閉店の影響が大きく、２ヵ月連続で前年を下回りました。住

宅建設については、前年に大幅増となった反動減等により、前年を下回りました。

1.生産活動 総合指数は低下するも高水準を維持

８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きをみると、
総合指数は151.7となり、前月比6.0％低下しました。
主要業種では、新造船の減少や半導体の海外需要

の減速感等から、輸送機械や電子部品・デバイスは低
下しました。しかしながら、依然高操業の状況は続いて
いるうえ、一般機械もタービン等が好調であり、高い
生産水準は維持しています。

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 長崎県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業 食料品工業
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3.住宅建設 ２ヵ月ぶりに前年を下回る
９月の新設住宅着工戸数は、前年同月比20.5％減
の473戸と前年を下回りました。
大型マンションの着工により分譲は好調でしたが、

持家、貸家が前年を下回ったほか、前年同月に社宅等
の給与住宅が大幅に増加した反動が大きく影響し、全
体では前年を下回りました。

国土交通省出所
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■長崎県の新設住宅着工戸数
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4.公共工事 請負金額は４ヵ月連続で前年を下回る

９月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月
比8.0％増の528件、金額が同23.0％減の159億円
となり、請負金額は４ヵ月連続で前年を下回りました。
昨年九州新幹線関連での大型工事があった「独立

行政法人等」の反動減が大きく、全体では前年を下回
りました。

西日本建設業保証出所
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5.企業倒産 件数、負債総額ともに前年を上回る

10月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
は前年同月比倍増の６件、負債総額も前年から大幅増
の７億円と、件数、負債金額ともに前年を上回りました。
窯業関連で約２億円の倒産があった他は、小口の

倒産が相次ぎました。
前月比では、負債総額、件数ともに増加しています。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 ２ヵ月連続で前年を下回る
９月の大型小売店販売額は、前年同月比5.8％減の
87億円と、２ヵ月連続で前年を下回りました。
７月末の百貨店閉店の影響が大きく、主力の衣料
品、飲食料品が前年を下回る等、全般的に低調に推移
しました。

■長崎県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気 持ち直しの動きが続いている
生産活動については、輸送機械や電子部品・デバイスは需要に減速感が見られるものの、依然高操業の状況は

続いている上、タービン等の増産があった一般機械も高い生産水準を維持しており、持ち直しの動きは続いてい
ます。
消費面では、大型小売店販売額は、７月末の百貨店閉店の影響が大きく、２ヵ月連続で前年を下回りました。住

宅建設については、前年に大幅増となった反動減等により、前年を下回りました。

1.生産活動 総合指数は低下するも高水準を維持

８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きをみると、
総合指数は151.7となり、前月比6.0％低下しました。
主要業種では、新造船の減少や半導体の海外需要

の減速感等から、輸送機械や電子部品・デバイスは低
下しました。しかしながら、依然高操業の状況は続いて
いるうえ、一般機械もタービン等が好調であり、高い
生産水準は維持しています。

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 長崎県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業 食料品工業
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3.住宅建設 ２ヵ月ぶりに前年を下回る
９月の新設住宅着工戸数は、前年同月比20.5％減
の473戸と前年を下回りました。
大型マンションの着工により分譲は好調でしたが、

持家、貸家が前年を下回ったほか、前年同月に社宅等
の給与住宅が大幅に増加した反動が大きく影響し、全
体では前年を下回りました。

国土交通省出所
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■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 請負金額は４ヵ月連続で前年を下回る

９月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月
比8.0％増の528件、金額が同23.0％減の159億円
となり、請負金額は４ヵ月連続で前年を下回りました。
昨年九州新幹線関連での大型工事があった「独立

行政法人等」の反動減が大きく、全体では前年を下回
りました。

西日本建設業保証出所
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5.企業倒産 件数、負債総額ともに前年を上回る

10月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
は前年同月比倍増の６件、負債総額も前年から大幅増
の７億円と、件数、負債金額ともに前年を上回りました。
窯業関連で約２億円の倒産があった他は、小口の

倒産が相次ぎました。
前月比では、負債総額、件数ともに増加しています。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 ２ヵ月連続で前年を下回る
９月の大型小売店販売額は、前年同月比5.8％減の
87億円と、２ヵ月連続で前年を下回りました。
７月末の百貨店閉店の影響が大きく、主力の衣料
品、飲食料品が前年を下回る等、全般的に低調に推移
しました。

■長崎県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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